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1990 年代以降の移民研究等にお いて は， 多元的帰属や国境を越え る紐帯 ・ 社会空間の形成
















と評価されている [House ofCommons1989:xvi , Ii-Iii ,IxxJ0 2003 年現在， 英国陸軍グルカ
旅団に約 3，500人，インド陸軍に約 10万人，シンガポール警察に 760人以上が雇用されてい
るl)。そのほかに退役グルカ兵も王立ブルネイ空軍，民間軍事会社 (private militarycompany) ,
商船会社，在日米軍などに兵士や警備員，技術士として雇用されている [Foreign andComｭ
monwealthOffice2002J 。 本稿で対象と す る の は， こ の う ち ， 英国陸軍グルカ旅団に雇用 さ
れ，英国やブルネイ等に駐屯するク、、ルカ兵である。
本稿で提示する資料は，英国 ( 1 997・ 1 998年)およびネパール(1 999年) ，ブルネイ (2002・









[Brettell2003:ixJ 。 が， ブ レ ッ テ ルやホ リ フ ィ ー ル ドが指摘す る よ う に ， 人類学にお け る移
民研究は独自の展開をとげ，他分野にはない特色をもっている。それは第一に移民個人の経験
を重視する微視的なアプローチをとることである。第二には，受入社会と送出社会の双方に注
目することにある [Brettell 2000;BrettellandHollifield2000J 。 こ の こ と は， 政治学や法学，
社会学などにおける従来の移民研究が主に，受入社会の方を主な関心の対象としてきたことを
考えれば，きわめて注目に値するといえよう。その結果，人類学においては，世界各地に移動
する移民の経験を明らかにしようとする「多地点民族誌 (mult i-si ted ethnography)J[Marcus








動し (return migration; 往復移民) ， 祖国 と の問に物心両面の紳を維持 してい る 。 そ のた め， 従来
の移民研究の主要なパラダイムの一つであった同化理論 (assimilat ion theory) の限界が認識さ
れるようになった。第二に，フアイストが指摘するように，マクロの政治的・経済的要因に主
に注目する理論(たとえばフアイストのいうところの重力モデル gravity model) のみでは， 移動の
方向や，連鎖移民 (chain migration) がなぜ生 じ る のかを十分に説明で き な い こ と が明 らか と
なった [Faist 2000:47-48J 。 そ こ で， 移民の国境を越え る紐帯等， 中間 レベル (meso level) の
要因を考慮に入れる必要性が認識されることとなった。第三に，このような移民の行動はトラ














以上の国に「投錨 (anchored in)J し てお り ， それは， た と えば国境警備に見 られ る よ う な Ir国
家」の仕事 (the workofthe “state")J であ る と し てい る[Kearney 1995:548J 。 そ の一方で，
トランスナショナリズムの主体は各種の民間組織や個人であるとして，議論を組み立てる論者
もある。たとえば，大谷や江湖は， I国際」 と い う 概念と比較 しつつ ， ト ラ ン ス ナ シ ョ ナ リ ズ
ムの主体は民間・非政府組織や個人であるとする[大谷 2002 : 134; 江湖2000: 303-304J 。
またプライズは「トランスナショナルな社会空間 (transnational socialspace)J につ いて ， I国
際企業によって，あるいは国際移民によって草の根から Jはぐくまれるものであるとしている











以来，論調は変わりつつある。彼らは， 1990 年にハ イ チ大統領に就任 し た ア リ ス テ ィ ー ド大統
領が在外ハイチ人のコミュニティを 1 10番目の県」と呼んで組織化し，祖国の開発資金や寄付
金等を集めるパイプを形成したと報告している [Basch eta1. 1994;GlickSchillerand
Fouron 1998J 。 つ ま り ， 移民を対象と す る国家統合の追及や集金活動 と い っ た国家の活動は
領土外でも進行しているといえる Oこのような国家を評して，パッシュらは「脱領土化国民国
家 (deterritoria l ized nationstate)J[Bascheta1.194J ， グ リ ッ ク ・ シ ラ ー ら は 「越境国民国
家 (transnat ional nationstate)J [GlickSchillerandFouron1998 ]， グ ァ ルニ ゾ ら は 「越領














多層性を指摘した上で， I上」 か ら の ト ラ ン ス ナ シ ョ ナ ルな行為 と 「下」 か ら の ト ラ ン ス ナ
ショナルな行為を区別して範鴎化することにより，権力関係の動態を把握することができる
としている [Guarnizo andSmith1998:6, 29J 。 ま た ， ポ ルテ ス ら も ， r民族 ・ 人種研究』





あると提唱している [Partes etal.1999:221J 。 そ し て ど ち ら も ト ラ ン ス ナ シ ョ ナ リ ズ ム の概
念の定義にうまくあてはまるとする [Partes etal.1999:221J 。 ま た ， 同 じ特集の中でヴ ア ー
トヴェックは，トランスナショナリズムを「国民国家の境界を越えて人々や組織を結ぶ多様な









答えることは，グローパリゼーションが進展する今日， r国家的」 であ る と は何を意味す る の












されているのである [Uesugi 2001;上杉 2002J。
(2)グルカ兵研究における本稿の位置づけ
ここで，グ jレカ兵研究において本稿がどのような位置を占めるのかについても記しておきた
~\o グ ノレ カ兵に関 し て は， 主に ， ネパー ル社会研究と軍事史， 植民地支配研究等の分野で先行
研究が行われてきた。軍事史としてはバンスコー タ [Banskota 1994J や ス ミ ス[Smith 1997J,
オミッシ [Omissi 1998(I991)J な どに よ る も のがあ る ほか， 英領イ ン ド陸軍につ いての通史





されている(たとえば [Caplan 1995;DesChene1991,1999;Hutt1993;Ragsdale1989:49-50, 53]) 。
また，ネパール社会研究では，グルカ兵雇用がネパールの地域社会や国家統合に与える社会経
済的影響が論じられてきた(たとえば [Caplan 1970:124;DesChene1993:77;Gurung1997:
504J) 。 要す る に従来の グルカ 兵研究の焦点は， あ く ま で も英国の植民地支配 も し く は ネパー
ル本国にあるのであり，グルカ兵の存在はそれらとの関連でのみ論じられてきたといえる O
また，近年刊行されている移民研究の中にも，グルカ兵雇用について言及するものも見られ











帯および祖国ネパールへの帰属意識を維持する， I ト ラ ン ス ナ シ ョ ナ ルな雇用政策」 であ る こ
























1885 ・1888 年に グルカ兵への応募を促す政令を発す る [Izuyama 1999:53J 。 以後， グルカ兵
の雇用政策は，ネパール政府の関与をともないつつ，段階的に構築されていくことになった。
第一次世界大戦では，ネパールは資金提供やグルカ兵の徴募等で全面的に英国に協力し，そ
の結果， 1923 年に は英国か ら独立国と し ての確認を と り つ け る こ と がで き た。
1947 年に イ ン ド と パキ ス タ ンが英国か ら の分離独立を達成す る が， そ の時， 英国 と ネ パー
ル，インドの三国間の協議により，グルカ兵 10個連隊のうち 6連隊がインド陸軍に所属し，
残りの 4連隊が英国陸軍に所属することとなった。その際，英国・インド・ネパール間で締結




























逮捕・投獄により批判を封殺してきた。近年，グルカ陸軍退役軍人組織 (Gur kha ArmyEx











2.2. グル カ旅団の構成と グルカ兵の任務
英国陸軍グルカ旅団のグルカ兵は英国陸軍の正規兵であり，入隊の際に英国女王とその官吏
の命に服することを誓う [House ofCommons1989:xxix] 。 グルカ兵の所属す る グル カ旅
176-
トランスナショナルな雇用政策と労働移民の生活戦略(上杉)
団 (Brigade ofGurkhas) は ， 王立グルカ ・ ラ イ フ ル隊(Royal GurkhaRifles) や特殊兵科部隊
(女王グルカ工兵隊 Queen 's GurkhaEngineers ， 女王グルカ通信隊Queen's GurkhaSignals ， 女王グル















OwnRiflesofCanada1999J0 1990 年代後半に は， グルカ兵は， 目ユ ー ゴス ラ ビ ア におけ る
民族紛争に北大西洋条約機構 (NATO)主体の平和実施軍の一員として参加した。 2001年には
東ティモールの治安回復を図る多国籍部隊の一員として派兵された。英国がアフガニスタン






1994: 99J 。 一方， 特殊兵科部隊に関 しては民族やカ ー ス ト の制限がな l \ o ち なみにチ ベ ッ
ト・ビルマ語系諸民族の出身者はグルカ兵の 9害Ij弱を占める O
グルカ兵の雇用条件は，給与や福利厚生等において他の出稼ぎよりも有利であるとネパール



















各大隊の女王グル力士官の中から選ばれるグルカ長 (Gurkha Major， 階級は少佐) は， 対グ
ルカ人事・文化政策の策定において大きな役割を果たしている。し、かなる大隊指揮官といえど
も，グルカ長の意見をすげなく無視することはないといわれる [House ofCommons1989:
xxxvi i] 。 彼 ら は， グルカ福利会議 (Gur kha WelfareMeeting) の メ ンバーであ り ， グルカ兵の
福利厚生政策(家族の扱いや子女教育政策も含む)についての決定にかかわる 20)。個々の家族の
事情を検討し，家族同伴勤務についての決定を下すのもグルカ長の役割である。また，年にー






























ナルなものであるといえる(写真 3， 4， 5) 。































また英軍の放送局である英軍放送システム (British ForcesBroadcastingSystem:BFBS) で
はネパール語放送を実施している。たとえばブルネイ支局では，グルカ兵を対象として一日













写真 6 BFBS の ス タ ジオ で働 く ネ ノ f ー ル人ア ナ
































理解が英国人士宮にも浸透していくのである(写真 7， 8， 9， 1 0)。
(3) ダサ イ ン祭礼にみ る文化の政治学
旅団で祝われるヒンドゥー教徒の祭礼のうちでももっとも重要なのが，秋のダサイン祭礼で
写真7トゥーカー・ラインズ基地の礼拝所
(2003 年ブルネ イ にて)
写真 9シヴァ・ラートリ祭礼を執り行うヒン
ドゥ一教宗教教師とグルカ兵の妻たち











あり， 18 日 間にわた り さ ま ざ ま な行事が行われ る 。 筆者は王立グルカ ・ ラ イ フ ル隊第一大隊
のダサイン祭礼 0997年 10月，英国ハンプシャー州チャーチ・クル yカム，エリザベス女王兵舎)と
第二大隊のダサイン祭礼 (2003年 10月，ブルネイ，トゥーカー・ラインズ基地)を参与観察する機






















写真 15 ダサ イ ン 祭礼マ ー ル儀礼の開始を待つ
英国人士宮たち (2003年，フールネイ，
トゥーカー・ラインズ基地にて)
























として雇用されているというのが 1 950年代後半の状況であった [Public RecordOffice, WO
-184
トランスナショナルな雇用政策と労働移民の生活戦略(上杉)
16493J25) 。 ま た ， 当時， グルカ兵を英国人と 同格の士官へ昇進さ せ る と い う 三国間協定の条項
(第 2章第 l 節にお いて前述の ④) を遵守す る た め に ， 一部の少年を対象 と し て英国的教育が実
施されていた。グルカ兵の子女の中から優秀な男子生徒を選抜し，英国人生徒とともに全寮
制の私立学校で中等教育を受けるための授業料を助成し，サンドハースト陸軍士官学校への
入校に備えさせたのである [Publ ic RecordOffice , WO16493J。 彼 ら の英国文化への同化を
さらに進めるために，同じ年輩の子どもがいる英国人士官の家に短期間滞在させることも計画
されていた[Publ ic RecordOffice , WO16493J。 し か し ， グ ノレ カ兵子息に対する英国的教育
はネパール社会への不適応を招きかねないとする見方もあった[Public RecordOffice , WO


























(1951-1990)J[Pfaff-Czarnecka1997:433-444J に あ た る 。 こ の時期に は， 山地 ヒ ン ド ゥ ー
教徒の文化を中心とした国民文化の形成が進められ，ネパール語教育やネパール服の普及など
の同化政策が進められた。残念ながら，筆者は，この時期の文化政策にネパール政府が介入を















1980 年代後半以降， 英国の国防戦略に大き な転換を迫る で き ご と が相次いでお こ っ た。 ま
ず， 1980 年代後半に は， 旧 ソ ビ エ ト 連邦の政治的 ・ 経済的 自 由化に端を発す る東欧革命があ




ク、ルカ兵の大幅の定員削減に着手した 29)。グルカ兵の総人員は 8， 000人から 3，4 00人 ( 1 997 年













され，手取では英国人将兵と同額を得ることとなった [The BrigadeofGurkhas2003bJ3]) 。
グルカ兵の士宮の大半を占める女王グル力士宮は，かつて英国人士官に比べて低い格づけで
あったが， 1995 年以降は同格と な っ た。 と は いえ ， 英国人将兵と グルカ将兵の二元的な昇進
体系と年金の格差は依然として存在する 32)。











移民法の再検討を進めていることが報じられた [Nepalnews.com(newsflash)Arc828J 。 翌
2004 年に は， 退役グルカ 兵た ちが英国西 ウ エ ー ルズ、 に所在す る パス会社に5 年契約の運転手
として雇用されたことが報じられた [The Times16June2004J 。 今後英国にお け る退役グル
カ兵雇用がさらに拡大する可能性がある。



















まず. 1998 年に ， 校名が 「 クール カ 子女学校 (Gurkha Children'sSchool)J か ら 「 グルカ子女
英語学校 (Gur kha Childre 凶English School)J へ変更さ れた。 こ れは単に名称の変更に と どま





た。グルカ子女英語学校での英語教育はその後さらに徹底し. 2002 年4 月 か ら は休み時間中
にも英語の使用が強制されることとなった。保護者への通知も英語で書かれ，毎週開催される
家族の集いの進行も英語でなされるほどに英語教育は徹底していた 35)。
その結果，グルカ子女英語学校の教育は，軍人子女教育機関 (Serv ice Childre 山Education ，
SCE) の傘下にあ る他の学校 一一例えばス リ ア軍人子女学校(Seria ServiceChildren'sSchool)
のー教育とより似通った内容となったといえる 36)。スリア軍人子女学校とは，ブルネイに
駐屯する英国人将兵の子女が通う学校であるが，グルカ兵の士官の子女も一部通学している。



























2002 年3 月 当時の校長は 「よ り 英国風の教育」 と す る ため に英国人校長が赴任 し た と答え た。
また，初代英国人校長は保護者に宛てた手紙の中で，将来のし 1かなる教育にも適応できるよう




めに行われたということになる(写真 18， 19, 20) 。
(2)ホーンビル学校の創立一一英国人子女教育との統合
しかし，駐屯地における教育の英国化はこれにとどまらなかった。すでに述べたように
1997 年7 月1 日か ら ， すべての グルカ兵が， 家族を ブルネ イ 以外の駐屯地， すな わ ち英国や
189-
人文学報
写真 18 ノf ソ コ ン を使 っ て算数の学習を行 う グ
ルカ子女英語学校の児童 (2002年，ブル
ネイ，卜ゥーカー・ラインズ基地にて)
写真 19 グル カ 子女英語学校の朝礼 (2002 年，
ブルネイ，卜ゥーカー・ラインズ基地
にて)





















両校の統合によりホーンビル学校 (Hornbill School) が創設さ れたの は 2003 年 9 月 の こ と で
ある 39)。校長はスリア軍人子女学校の元校長(英国人入副校長はスリア軍人子女学校の元副校
長(英国人)，副校長補 (AssistantDeputyHeadteacher) は グルカ子女英語学校の副校長 (ネ
ノfール人)であった。 FS 2(FoundationStage 2 ， フ ァ ウ ン デー シ ョ ン ・ ス テ ー ジ2 学年) か ら Y








れていない。 Y 6は英国人とネパール人の混合クラスの lクラスのみであるが， Y 1 か らY5




















4. 1. ネ パ ー ル国内情勢の不安定化
ネパールでは， 1990 年の民主化に よ り 複数政党制 と な り ， 諸民族の政治的活動 も活発化 し
ている。一方で， 1996 年以降， ネパー ル共産党毛沢東派 (以後， I毛派」 と 略記) に よ る反政府





たが，毛派による襲撃や政府による幹部の逮捕は， 2004 年9 月現在に至 る ま で散発的に続い


















本へも出稼ぎ先は拡大しつつある O民間の統計によると， 1998 年に ， 湾岸諸国に約9 万人， 西
欧に約 l万 5千人，東アジアと東南アジアに約 l万 3千人の出稼ぎ労働者が滞在していた
という。また，国勢調査によると 2001年に約 76万人のネパール人が外国に滞在していた
[NationalPlanningCommissionSecretariat ,CentralBureauofStatisticsn.d.Jo
その結果，出稼ぎ労働者によって海外から送金される外貨は 1997-1998 年に40 億 ネ パー
ル・ルビー(以後 I}レビー」と略記)に達し，これはネパールの外貨所得の約 10パーセントを占
める [Kathmαndu Post21November2002J 。 そ の後 も労働者数と送金額は年々増えて い る
という 40)。ネパール政府も園内の失業問題を解決し外貨を獲得する目的で，海外労働者の権利
を保護したり，海外に職を求める若者に無利息で 10万ルビーを貸し出すなどの出稼ぎ奨励政
策を打ち出している [Kathmandu Post4December2002, 24December2002, 22January
2003J (写真 2 1) 。
-192-
写真 2 1 ノ f ス ケ ッ ト ・ ボ ー ル大会を開催す る滞
日・退役グルカ兵 (200 1 年東京にて)
トランスナショナルな雇用政策と労働移民の生活戦略(上杉)












(PrivateandBoardingSchools'OrganisationofNepal:PABSON) に は， ネパー ル全国で 8，500
校もの私立学校が加盟している。私立学校にはネパールの就学児童・生徒の 3害Ijが通学してお
り， 15 万人 も の教職員が雇用 さ れてい る と い う [K，αthmandu Post15January2003J4 1) 。 こ
れらの私立学校を卒業した後で子女が英連邦諸国(カナダ，オーストラリア，英国等)や米国の
大学へ留学することを希望する家庭もある Oそこで，私立学校の中でも，英国の大学入学資格
の一つである GeE (GeneralCertificateofEducation) の A レ ベ ル(Advanced Leve l) 試験に向
けた準備をするコースが人気を集めている [Kathmandu Post28May2002J 。
遅まきながらネパー ル政府も，私立学校との教育水準の格差の是正のために，公立小学校
の正規のカリキュラムに，一年生から英語を導入することを決定した [Kathmαndu Post28
November2002J 。 背景に は ， 海外で有利な労働条件で働 く た めに教育改革を求め る世論があ





























者が 2002年 3月にブルネイのグルカ子女英語学校の 5， 6， 7 学年に在籍す る子供た ち15 人に
アンケー卜をとったところでは，男子は兵士 ( 4人)，医師( 2 人) ， サ ッ カ ー選手 (l 人) ， 芸



















servicemen'sOrganisation:GAESO) の年金増額運動を取 り 上げた い。GAESO は 199 1 年に退
役グルカ兵によってネパールで設立され，その幹部によると 1999年の構成員数は約 6， 000名
であった。
GAESO は， 英国陸軍に お け る 年金の格差を不服 と し て ネ パ ー ル と 英国に お い て裁判闘
争を行っている。 2001年 8 月 22日には国際労働機関(I LO)にも提訴した [KIαthmαndu Post








⑤ 15年の勤務のうち 3年しか家族とともに過ごせないことに対する補償の要求 46)
ここで注目されるのは，子女の教育や退役兵の出稼ぎが取り上げられていることである O
いまや，子女教育と退職後の出稼ぎとが，退役クソレカ兵にとっては大きな関心事となっている
































卜に手を染める移民送出国を「越領土的国民国家 (trans-terri torial nationstate)J [Guarnizo














































る現在では，ケネディらが指摘するように，コミュニティの結合原理や文化は「場所 Oocal i ­















近年の政情の不安定化により，ネパールでは， Iネパー ル人のデ ィ ア ス ポ ラ J [Hutt1997:














































































御礼申し上げます。特にブルネイ大学の B.A.フサインミヤ助教授，英国陸軍の D. l.ロウ中佐，
P.C. バ ロ ッ ク 少佐， N. グル ン少佐， P.P. ガイ レ師， クソレカ子女英語学校のP.G. c. ブ ラ ウ ン
氏，スリア軍人子女学校のL.ディックス夫人，英軍放送システムの v.カドカ氏，グルカ幼稚
園のB.K.グルン夫人については，ここにお名前を記しお礼申しあげます。
また，本稿の執筆中に，埼玉大学文化人類学コース「人類学セミナーJ (2002 年7 月6 日 ) ，
東京大学東洋文化研究所・班研究「南アジア北部における人類学的研究の再検討J (主任:名
和克郎東京大学東洋文化研究所助教授)研究会 (2002年 8月 31日)，専修大学現代文化研究
会 (2002年 1 0 月 1日)，平成 15年度京都大学教育研究振興財団第 2号事業・学術研究活動推
進事業助成(共同研究) Iア ジ アの軍隊の文化人類学的研究一一 ジ ェ ン ダ一規範， 地域社会，
表象を中心にJ (研究代表:田中雅一京都大学人文科学研究所教授)研究会 (2004年 1月 30
日)， ILCAA(AA-ken)Workshop‘The DynamicsofSocialandPoliticalChangein





xxiJ 。一方， ク、、ル カ 陸軍退役軍人組織[Gurkha ArmyEx-servicemen'sOrganisation:GAESO)
の顧問弁護士を勤めていたサングラウラによると，実はネパー ル政府もインド陸軍により雇用さ
れているゴ、ルカ兵の正確な人数を把握していないという。なお，ゴルカ兵については注 7を参照さ
れた~ \。サングラウラは約 7 万 8千人と推定しているが， 3 万5 千人 と す る説 も あ る[Sangraula
1999, Kathmαndu Post12May2003J 。
2) Transnationalism と はnationalism か ら派生 し た こ と ばで はな くtransna tional と い う 形容
詞から派生したことばである。ちなみに ismとは， I行動 ・ 行為J ， I状態 ・ 状況J ， I主義J ， I教
義J， I慣例J， I特性」 な どを表す名詞を作る接尾辞であ る [小学館 『 ラ ン ダ ムハ ウ ス英和大辞
典」上巻， 1355 ペ ー ジ] 。 こ の場合は， I行動 ・ 行為」 な い し 「状態 ・ 状況」 を表す も の と考え
られる。
3) グ ロ ーバ リ ゼー シ ョ ン の議論において も ， 国家の関与を議論の展開に含めな い論者が時と し て
見受けられる。たとえば，ケネディが「上」からのグローバリゼーションとするのはグローパル




[Kennedy2002:4J 。 彼の定式化か ら は グ ロ ーパ リ ゼー シ ョ ン に対す る国家の関与が抜け落ち
ている。
4) も っ と も ， パ ッ シ ュ ら 自身は， ト ラ ン ス ナ シ ョ ナ リ ズム を 「移民が出身社会と定住 し てい る社
会を結び、つける，多重的社会関係 (mul t i-stranded socialrelations) を作 り 出 し維持す る過
程」であると定義し，国家ではなく移民をトランスナショナリズムにかかわる中心的行為者とし




6) な お， 本稿の内容に は拙稿 [上杉2000， 2002;Uesugi2001, 2003bJ ですでに報告 し た こ と の
一部を含めざるを得なかった。ご了承願いたい。
7) グルカ と い う 呼称は ゴルカ王国の発祥の地であ る ゴルカ と い う 地名に由来す る 。 そ の ため， ネ
ノ fールではゴルカと呼ばれることが多い。また，インド陸軍でも，ネパール人兵士から構成され
る連隊の名称には「グルカ」ではなく， I コ、、ル カ J を冠 し てい る 。
8) こ の条項は， ネ ノ f ー ル政界で実権を握る ラ ナ家の首相が， イ ン ド に滞在する反 ラ ナ活動家がイ
ンド軍に残るグルカ兵を煽動することを恐れて入れさせたものではなし、かとデ・シェンは見てい
る [Des Chene1993;76J 。
9) こ こ で言 う 「司祭」 と は後述する ヒ ン ド ゥ ー教宗教教師(Hind ureligiousteacher) の こ と
である。
10) こ の条項 (③) は， 表向 き は， 英国陸軍に志願者が集中 し な い よ う にす る ため と の理由で入れ
られた 0
11) I三国間協定」 と し て英国陸軍関係者の間で言及さ れ る の は， 単一の文書ではな く ， こ の時期
に三国政府の関係者の間でやり取りされた膨大な文書の総体である。
12) こ の裁判闘争に際 し て GAESO の弁護団代表を務め たの は， ト ニ ー ・ ブ レ ア英国首相の夫人
であるシエリー・ブース勅選弁護士 (QC)であった。 2002年 5月に渡英したネパール政府代表
団は，英国国会議員等との非公式の会談において，彼女の弁護活動について懸念、を表明している
[TheSundayTimes19May2002J 。 そ の理由 と し て ネパール政府代表団は ①GAESO が毛派
とつながりのある団体であるということと，② GAESOに加盟している退役グルカ兵は数千人で
あり， 2 万6 千人 も の退役グルカ兵の ご く 一部であ る に過ぎな い と い う こ と を挙げてい る [The




府に要請するということにあった。 [The Sund αy Times19May2002J)
13) 実際， 三国間協定を締結 して数年後の1950 年に ラ ナ体制が倒れ王政が復古 し た際に は， 反 ラ
ナ勢力の一つであったネパール会議派が退役グルカ兵および旧インド独立軍兵士を主体とした武
装集団を組織していた[西津 1985 : 148J 。 ラ ナ政権の グルカ兵に対する警戒は決 し て杷憂では
なかったのである。
14) グルカ旅団の詳 し い構成につ いて は拙稿 [上杉2000 ， 200 1] に記 し たので参照さ れた い。 た
だし，拙稿を脱稿して後，以下の変更があった。まず，旅田本部が英国ウィルトシャー州ネザ、ヱ





15) 当時， 英国ネパー ル戦争0814 -1816) の最中であ っ たが， その間に も4 ，650 人の ゴルカ 王国
軍兵士が東インド会社軍指揮官の誘いに応じ，敵軍に合流した [Banskota 1994:44J 。 そ し て
1815 年4 月24 日 に は， 王立グルカ ・ ラ イ フ ル隊第一大隊の前身であ る シルム ル大隊が設立さ れ
た [House ofCommons1989:xJ 。
16) 第二次世界大戦期に は， 常設大隊20 個大隊に加えて戦時大隊25 個大隊が設け られてお り ， 雇
用人数は約 25万人であった [Banskota 1994: 135J 。 ただ し英国下院報告書では計42 大隊で
あったとしている [House ofCommons1989:xiiJ 。
17) ネパー ル国籍を保持 してい る のであれば， ネパー ルに在住 していな く て も応募は可能であ る O
実際，グルカ兵の中にはインド領であるシッキム州やダージリンの出身者もいる。
18) クール カ 旅団の広報誌であ る 『 ク ク リ 』 誌か ら算出 し たデー タ に よれば， サ ン ドハ ー ス 卜 士宮の
人数は王立グルカ・ライフル隊第一大隊総員(約 800名)の 0.25% (4 人) であ る にす ぎな l ) 。 同
様に，グルカ士宮は 0.3 1%，女王グルカ士官は 6.1 3パーセントとなっている [The Brigadeof
Gurkhas1997;Uesugi2001:89J 。 なお， グルカ兵が到達 し た最高の階級はサ ン ドハ ー ス ト 士
官の中佐にとどまっている。
19) 後に述べる よ う に ， 2003 年以降， 退役グルカ兵に英国にお け る労働許可を与え る方向へ と対
グルカ政策は変わりつつある。




2 1) 一説 に よ る と ， 出稼 ぎ兵士か ら の送金の合計 は77 億 ネ パ ー lレ ・ ル ビ ー に達す る と い う
[Kathm αndu Post1March2003J 。 ただ し こ の数値は， 王立ブ、ルネ イ 空軍グノレカ予備隊等に
雇用されている退役グルカ兵をも含んでいる可能性がある。また，この金額がどの程度の期間内
のものなのかも明記されていないが，単年度のものであると思われる O
22) クソレ カ 兵の中に は， 仏教徒であ る と昇進に さ し っかえ る と い う 者があ る O し か し ， 旅団本部は
信仰による差別はないとしている。
23) 公的な ダサ イ ン ・ カ ー ド の交換と私的な ダサ イ ン ・ カ ー ド の交換の範囲は異な る O 交換の範囲
については拙稿[上杉 2000 : 146-147J を参照さ れた い。
24) ト リ ブ ヴ ァ ン大学の ラ ー ム ・ B ・ チ ェ ト リ 氏の ご教示に よ る 。 な お ， 同氏に よ れば， 独立後の
インド陸軍駐屯地においても，ゴルカ兵子女にインド人教師によるヒンディ一語教育が行われて
いるという。「コ、‘ルカ兵」については注 7を参照されたい。
25) し たが っ て， グルカ兵の大半を構成す る チ ベ ッ ト ・ ヒー ルマ語系諸民族の言語 (た と えばグル ン
語やマガル語など)による教育については，検討の対象にもならなかった。
26) こ の高校 (Gurkha HighSchaaD の設立に は ネ ノf ー ル人 ラ ジ エ ン ド ラ ・ ラ イ の尽力があ っ た
という [Kathmandu Post28August2003J 。 高校の設立と運営に， ラ イ と グルカ旅団がそれぞ
れどの程度かかわっていたのかについては，今後， 5jJj途の課題として究明していきたし可。
27) こ れはパー ル ・ ク リ シ ュ ナ ・ カ サ ジ ュ と い う 在イ ン ド ・ ネ ノ f ー ル人がネパー ル首相に覚書を提
出したことに端を発するものであった。ベンガル政庁の主席書記官はカサジュの意図について，
①カサジュがダージリンにおけるネパール系住民の団体である丘陵民協会 (Hill man' s Associa-
-203-
人文学報
tion) が分離主義的傾向を強めてい る こ と につ いて不快に感 じてお り ， かっ ②同協会がネ ノfー
ル人仏教指導者であるダルマチャリヤと結び、っき仏教の影響力が強まることを警戒していたため
であると分析している。
28) ネパー ル政府が旅団の宗教政策に対 して行っ た介入につ いて は拙稿 [上杉2002J を参照さ れ
fこ し 、 。
29) 第一回目 の削減は1947 年の印パ分離独立に伴 う も のであ り ， 10 連隊の う ち イ ン ド陸軍に6 連
隊が残され，英国陸軍には 4連隊 8大隊が引き渡された。その結果，グルカ兵の人数は約 l万 4
千人となり，彼らは 1966年まで主に東南アジアにおける密林戦に従事した [Caplan 1995:6J 。
密林戦が終了すると，二回目の大規模の削減が行われることとなり， 4 連隊8 大隊を1971 年ま
でに 4連隊 4大隊に減らすという第一次案が発表された [Smith 1997:149J 。 し か し ， 1970 年
に北アイルランド情勢が悪化したために削減計画が緩和され， 5 歩兵大隊と小規模の特殊兵科部
隊，最低でも 6千 700人の人員が残されることとなった [Smith 1997:149J 。 ち なみ に1988 年
8 月30 日時点での人員は女王グルカ士官が317 名， そ の他の階級が7323 名であ っ た (な お， 定
員はそれぞれ 310人と 7， 565人であった) [HouseofCommons1989:xii i] 。
30) グルカ旅団の宗教政策につ いて は， 香港返還後 も大き な変化はな い よ う に見え る 。 が， 微妙な
姿勢の変化ともいうべきものが看取される。まず筆者が最初に聞き取り調査をした 1997・ 1 998
年当時と 2002年とではグルカ長の姿勢にやや変化が見られた。すでに述べたように， 1997 ・
1998 年の グ jレ カ 長 ら は ヒ ン ド ゥ ー教に も と づい た宗教政策を当然の も の と み な し て い た。 し
かし 2002年 3月現在のグルカ長は， Iわれわれは ヒ ン ド ゥ ー教を押 し付け る こ と はで き な い」 と








32) ま た ， 旧英領イ ン ド陸軍に所属 していた こ と を理由に， 日本軍捕虜と な っ た こ と に対す る補償
からも除外された。この補償は英国人将兵には支払われているものである Oしかし，かつて日本
軍捕虜であった元グルカ兵がこの決定を不服としてロンドン高等裁判所に訴え出て勝訴をかち
とった [Neραlneωs. com(news/lash)Arc449, K，αthmαndu Post28November2002J 。 そ の
結果，日本軍捕虜であった元グルカ兵にも一人あたり l万ポンドが支払われることとなった
[Mφalnews. com(news/lash)Arc897J 。
33) 香港返還以前， グル カ兵が家族同伴勤務を実施す る こ と がで き る の は香港と ブル ネ イ のみで
あった (House ofCommons1989:xxxiv) 。
34) 英国にお け る労働許可の取得は， 後述する よ う に ， 退職グル カ兵の団体であ る グルカ陸軍退役
軍人組織 (GAESO)の要求事項の一つでもある。
35) グルカ子女英語学校にお け る教育の詳細につ いては拙稿[Uesugi 2003a, 2003bJ を参照さ れ
fこ し ' 0




詳細については拙稿 [Uesugi 2003a, 2003bJ を参照さ れた い。




38) ス リ ア軍人子女学校の学校案内は， Iス リ ア校は教育に対す る多文化的ア プ ロ ー チ に と り く ん








39) hornbill と は学校の所在地であ る ブルネ イ の国鳥， サ イ チ ョ ウ であ る 。
40) た と え ば2001/2002 会計年度の海外か ら の送金は180 億ル ビ ー に達 し ， 2002/2003 会計年度
の初めの 6ヵ月だけで 22， 659人のネパール人がマレーシアに， 12 ，954 人がカ タ ー ルに ， 8，612 人
がサウジアラビアに向けて発ったという [Kathmαndu Post22January2003J 。
4 1) 私立学校の団体と しては， こ の ほかに国民私立 ・ 全寮制学校協会(National Private and
BoardingSchoolAssociation:N-PABSAN) 均三あ る 。
42) な お ， 5 ，6 ，7 学年に在籍する子供た ち の総数は16 人であ っ た。
43) た と えば英国においては， 国民保険サ ー ビ ス(National HealthService) の導入に よ り 医療
従事者の賃金が低下し，労働力不足に悩んでいる Oそこに多数の非白人労働者が進出していると
いう[武川 2002 : 126J 。 実際， グルカ旅団のあ る軍属の長女と次女は英国の大学で理学士の学
位を取得して，英国で看護師として働いているのである O
44) こ こ でい う 「文化資本(capital cultureDJ と は， ブルデュ ー (1990 [1 979J )が提唱した概念
を踏襲したものである。グローパルな階級再編が観察される現在，フザルデューの文化資本につい
ての議論の再検討も必要となるのではな L )かと考える。
45) 英国陸軍か ら年金を受け取 っ てい る退役兵の数は約2 万6 千人で， イ ン ド陸軍の そ れは約11
万 5千人であるとされている [Kathmandu Post12May2003J 。
46) こ れは 「妻た ち の要求」 であ る とGAESO の幹部は語 っ てい る [Kathmandu Post8August
2002 ,' Neραlnews. com(newsfl αsh) Arc444J 。
47) そ の意味で 「国家」 を 「想像の共同体」 と 呼んだア ン ダー ソ ン [1997 [1983JJ の洞察は， そ
れが論じられたコンテクストは現在とは異なるものの，有用であり，再評価するべきではないか。
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tutions. However , inmanypiecesofliteraturethecauseoftransnationalismhasbeen
tracedtothegrass-rootactivitiesofindividualmigrantsornon-governmentalinstiｭ




Fouron1998J. Furthermore , GuarnizoandSmith , andPortesassertedthatthereisa
distinctionbetweentransnationalismfromaboveandtransnationalismfrombelow
andclaimedthenecessityofexploringtheinteractionbetweenthesetwotypesof
transnationalism [Guarnizo& Smith1999, Portes1999:221] . “Transnationalism from
above" is “transnational activitiesinitiatedandconductedbypowerfulinstitutional












recruitment , salaries , promotionsystems ,andsoon ,areregulatedbythecontractwhich





allegiancetowardtheBritishQueenandherofficials. Atthesame time , however ,
Gurkhasoldiersmaintaineconomicandemotionaltieswiththeirfamilieslivingin
























aremuchcheaperthanintheUK. Statescommittotransnationalism , andevenareｭ



















Firstly , accompanyingthehugedownsizingoftheBrigadeofGurkhas , theschoolsesｭ
tablishedbytheBritishArmyexclusivelyforGurkhachildrenwereabolishedexceptfor
oneelementaryschoolinBrunei. Further , in1998, theServiceChildren'sEducation , a













fromaroundtheyear2000, GurkhaOfficersstartedtodiscussthesolution. Finally , the
amalgamationofthetwoschools , GCESandSeriaServiceChildren'sSchool , theschool
inBruneimainlyforBritishservicechildren , wasproposedinanannualmeetingof
CommandingOfficersandGurkhaMajors. ItwasinSeptem
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childrentoprivateschoolswhichareproudofhighereducationalstandardsincomparｭ
isonwithpublicschools ,andprovideinstructioninEnglishratherthanNepali.Parents
choosetheseprivateschools , hopingthattheirchildrenwillenteruniversitiesorget
jobswithmoreadvantageoustermsandconditionsinforeigncountries.
Gurkhasareamongthewealthierparents. Theyworkhardtosecureagoodeduｭ
cationfortheirchildren. Inordertopaytheexpensivetuitionfeesofprivateschools ,
theyworkoverseasandsendmoneytotheirfamiliesinNepalbothwhileintheservice
andevenafterretirement.TheyalsowantedtheGurkhacampschooltofollowthereｭ
formexamplesofeducationinNepal. Suchanorientationwasref1ecedintheAngliｭ
cisationofchildren'seducationinthecamp. Thepolicychangewasrealizedthrough
theinvolvementofGurkhaofficers , whoaretheleadersofGurkhasandthemiddleor
low-leveladministratorsofemploymentpolicies.
Inthisageofglobalisationalstatescommittotransnationalisminordertoadｭ
vancenationalinterest. Notonlyasendingstatebutalsoareceivingstateaccelerates
theformationandmaintenanceoftransnationaltiesandsocialfieldsofmigrants , and
implementspoliciesreincorporatingmigrantsintoasendingstate. Ontheotherhand ,
suchtransnationalstatepoliciescanbemodifiedbytheinitiativeofmigrantsthrough
themediationofmiddlemen(e.g.middleorlow-leveladministratorsortheleadersof
migrants). Transnationalismisadynamicprocessdriventhroughinteractionamong
plural-levelsofactors. Futurediscussionsontransnationalismshouldincorporatethe
roleoftrans-territorialnation-statesandtheinteractionbetweenstatesandmigrants
intoitstheoreticalframework.
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